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１ はじめに 

 朝霞市立朝霞第五小学校（以下「朝霞第五小学校」という。）で発生した事

故は、安全・安心な給食の提供を本旨とする学校給食の根幹を損なったもので

あり、その責任は教育委員会にあると重く受け止めています。 

このことから事故の原因を究明するために、事故発生直後から約 1か月に渡

り、学校・委託事業者と協議を行うとともに、保護者説明会や市民からの意見

等を真摯に受け止め、再発防止策を検討してまいりました。さらに、調整過程

で法的分野・学校給食分野の専門家からも助言をいただき、以下のとおり報告

としてまとめました。 

教育委員会は児童生徒に学校給食を安心して食していただけるよう、今後も

最善を尽くしてまいります。 

 

２ 事故の概要 

 令和３年３月１１日（木）に朝霞第五小学校で提供した皿うどんを喫食した

児童と教師の歯が欠けるなどの事故が発生。 

 

（１）事故発生状況 

   ３月５日（金） 

   ・次週（３月８日から１２日まで）の提供メニューの調理方法等につい

て、栄養士と調理責任者等とで事前打ち合わせを実施。 

   ・皿うどんについては、平成３１年４月に給食提供をしており、その際

は１０時３０分から調理を開始して提供時間までには調理を終了して

いたことから、栄養士としては今回も同様のスケジュールで考えてい

たが、調理員から開始時間を早めたい旨申し出があり、協議の結果、

１０時から調理を始めることになった。 

   ※平成３１年４月に提供した際には、委託事業者が現在と異なり、現在

の委託事業者になってからは初めての提供だった。また、その際は１

学年少ない提供だったことが後に判明。 

   ３月１１日（木） 

   ・９時５０分頃 麺の揚げ調理開始 

   ・当初、栄養士からの指示どおり、１クラス分を２つの鍋に分けて調理 

   ・連続投入により油の温度が低下し、徐々に一回の揚げ時間が延びる。 

   ・間に合わない恐れがあったため、１クラス分を１つの鍋での調理に変

更。その際、栄養士への相談はしていなかった。 

   ・一回の揚げ時間が延びたことで、給食提供時間に間に合わない恐れが

あったため、調理員から栄養士に報告、相談。 
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   ・相談の結果、最後の学年について、揚げ麺のみ手運びすることとした。 

   ・一回の投入量が増えたことで、さらに油の温度が下がり、ものによっ

ては最終的に１０分程度揚げる麺もあった。 

   ・１クラス分１つの鍋での調理に変更した後も試行錯誤しており、途中

で１クラス分を半量ずつでの調理に切り換えるなどしている。 

   ・教頭による検食の実施。検食に出された麺は、揚げ時間が５分程度だ

ったため、硬くはあったものの提供停止するほどではないと判断。 

   ・１２時４０分全ての揚げ調理が終了し、提供。 

   ※朝霞第五小学校の給食開始時間は１２時３５分のため、喫食時間に間

に合わないものもあった。 

   ・３年のクラスで喫食した児童の歯が欠けたと学級担任から連絡が入る。 

   ・栄養士と教頭が調理主任から調理状況の聞き取りを行った。 

   ・午後２時頃、学校から教育委員会（学校給食課）に被害状況について

歯が欠けた児童６人・教職員 1人との一報があり、事故の発生を確

認。 

 

（２）怪我の状況 

  令和３年４月２３日現在、４８名から皿うどんの喫食により歯が欠ける

などの報告を受けている。 

  詳細については、次のとおり。 

  １年生 ７名（乳歯が取れた１名、乳歯のぐらつき２名、口内の怪我４名） 

  ２年生 ９名（乳歯が欠けた１名、乳歯のぐらつき３名、口内の怪我５名） 

  ３年生１４名（永久歯の詰め物が取れた１名、乳歯が取れた５名、 

乳歯のぐらつき５名、口内の怪我１名、唇の怪我２名） 

  ４年生 ７名（乳歯が欠けた３名、乳歯のぐらつき１名、口内の怪我２名、 

         唇の怪我１名） 

  ５年生 ７名（乳歯が欠けた２名、乳歯の詰め物が取れた１名、 

口内の怪我３名、唇の怪我１名） 

   ６年生 ２名（乳歯が欠けた１名、口内の怪我１名） 

   ひまわり１名（乳歯が欠けた） 

   教員  １名（永久歯が欠けた） 

   なお、歯が欠けたなどの被害を受けた児童は被害の程度により保護者の

判断で医療機関を受診し治療を行った。また、口内を怪我した児童につい

ては、いずれも軽症とうかがっている。 

事故後、学校において児童の健康観察を行っており、新たな申し出や相

談があった場合には丁寧に対応することとしている。 
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（３）事故発生後の対応 

日付 時間 実施主体 対応 

3月 11日（木） 13：00頃 ― 事故発生 

学校 喫食後の児童の怪我の状況を確認するとと

もに、夕方、当日怪我を把握できた児童の

保護者に電話で事情を説明し、謝罪すると

ともに経過観察を依頼 

3月 12日（金） 22：00 教育委員会 全員協議会において市議会議員へ事故の概

要を報告 

3月 13日（土） 8：00 教育委員会 記者発表 

10：00～ 教育委員会 当初学校から報告のあった児童宅を訪問し

謝罪（1名不在のため 14日に改めて訪問） 

14：00 教育委員会 記者発表資料の修正  （別紙：資料２） 

 学校 全保護者に向けて被害状況把握のためのア

ンケートを実施 

3月 15日（月） 7：30 教育委員会 

委託事業者 

市職員事務職２名及び調理職員（主任）１

名を５小に派遣し、現場確認（３学期の給

食終了の１９日まで派遣継続）※委託事業

者から指導員を増員 

10：00 教育委員会 委託事業者が来庁し、謝罪と説明を受けた

（市長、教育長） 

15：00～ 教育委員会 新たに報告のあった児童宅を訪問し謝罪 

3月 16日（火） 10：00 南部保健所 

埼玉県保健

体育課 

５小給食室へ立入調査を実施 

午前・午後 教育委員会 15日に会えなかった児童宅へ再訪問し謝罪 

3月 17日（水） 10：00～ 教育委員会 新たに報告のあった児童宅を訪問し謝罪 

14：00 教育委員会 委託事業者からの事故報告書（別紙：資料

１）を受領 

16：00 学校 

教育委員会 

保護者説明会実施（1・2年生の保護者対

象） 

18：00 学校 

教育委員会 

保護者説明会実施（3・4年生の保護者対

象） 
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日付 時間 実施主体 対応 

3月 18日（木） 14：00 学校 

委託事業者 

教育委員会 

３者による協議の実施 

18：00 学校 

教育委員会 

保護者説明会実施（ひまわり・5・6年生

の保護者対象） 

3月 23日（火）  学校 全保護者に向けて保護者会の概要報告及

び委託事業者からの謝罪文を配布 

3月 25日（木） 17：00 教育委員会 全員協議会において市議会議員へ途中経

過を報告 

4月 5日（月） 15：00 学校 

委託事業者 

教育委員会 

３者による協議の実施（新学期の委託体

制と委託事業者の個別謝罪の打合せ） 

4月中旬  委託事業者 怪我をした児童、保護者・教職員に謝罪 

 ※上記以外に学校と委託事業者及び教育委員会と委託事業者による状況確

認や改善策の検討は随時実施している。 

 

３ 委託の概要 

 （１）委託化の経緯 

   平成２６年７月、教育委員会内に「朝霞市給食調理等業務民間委託化教

育委員会内検討会議」を設置し、本市の学校給食の在り方について検討を

行い、平成２７年４月に「学校給食調理・洗浄業務の民間委託化検討結果

報告書」を取りまとめた。 

   その中で、学校給食センターと比較して規模及び人員の少ない自校給食

室から調理業務等の委託化を進めることとし、朝霞第五小学校において

は、平成２８年９月から委託を開始した。 

   その際、委託する業務は給食調理（検収、調理、配膳、片付け、清掃）、

食器等洗浄、食器等消毒・清掃・保管とし、献立の決定、食材料の選定及

び購入契約については、従来どおり市が責任をもって行うこととした。 

 

 （２）委託先 

    委託期間 令和元年９月１日から令和４年７月３１日まで 

    事業者名 ハーベストネクスト株式会社 

    所 在 地 神奈川県横浜市保土ヶ谷区岩間町２－１２０ 

    契 約 額 １０４，０３０，５６５円（税込）※３５か月総額 

    選定方法 公募型プロポーザル方式により選定 
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 （３）契約内容 

   朝霞第五小学校における学校給食調理及び洗浄等の業務について委託契

約を実施。契約内容詳細については、業務委託仕様書（様式は省略）（別

紙：資料３）。 

 

 （４）人員体制 

   社員６名、パート従業員１０名を配置しており、平時２名が休めるよう

シフトを組んでいる。手の込んだ献立の場合には、全員で取り組むなど、

状況に応じて体制を変えていた。 

３月１１日は、手作りメニュー対応のため、社員１名を応援で配置し、

社員７名、パート従業員８名の１５名で調理に当たっていた。 

 

４ 原因と課題 

今回の事故は、麺を低温で長時間揚げたことが直接的な原因だが、そこに至

るまでには様々な要因が関係していたことがうかがえた。 

その背景には、教育委員会としての自校給食室との関わりの不十分さがあっ

たと反省している。 

改善すべき事項の洗い出しをするため、次のとおり課題の整理を行った。 

 

（１）献立内容による調理員への負担 

  ３月１１日の献立は、皿うどん、春雨サラダ、カステラで全てが手作りで

あり、皿うどんについては餡を作るのと別に麺を揚げるなど、全体的に手間

がかかるメニューだった。 

  さらに皿うどんについては、現在の委託事業者になって初めての献立だっ

たこともあり、調理員の負担が大きかった可能性が考えられる。 

   

（２）打合せ時の詳細確認等の不徹底 

  今回、事前打ち合わせの際に、栄養士と調理責任者の間で揚げ調理を開始

する時間などは確認していたものの詳細な調理方法等まで確認していなかっ

た。 

また、皿うどんは、現在の委託事業者になって初めての献立だったが、聞

取りの結果、調理責任者は別の学校で同様のメニューを作ったことがあり、

前回と同様の手際で作成すれば問題ないと考えていたことが分かっている。 

こうしたことから、調理指示書を基とした細かな打ち合わせをすること

で、経験則から判断しないようにする必要がある。 
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（３）栄養士と調理員との連絡体制 

  当日、揚げ調理は、提供時間に間に合わせるために混乱していたため作業

工程を変更することを栄養士に報告することが困難であったと考えられる。 

  このことから、調理責任者等から栄養士への連絡体制の確保と栄養士によ

る適宜の調理作業の進捗状況の把握が課題だと考える。 

 

（４）検食を含む出来上がりの確認体制 

  当日、教頭が検食した皿うどんの麺は、５分程度揚げたもので、児童が怪

我することを想定することは難しかったと考えられるが、検食記録から硬い

と感じていたことが分かっている。 

  また、調理員が出来上がりの確認をしていないこと、栄養士が味見をした

際には、麺は汁に浸かっていたことで麺の硬さが確認できなかったといった

状況が重なり、児童が喫食するまで麺が硬いことを誰も認識していなかった

ことが分かっている。 

  検食については、「学校給食衛生管理基準」において実施方法や確認事項

が明記されていることから、これらのルールを再確認し注意事項について学

校と共通認識を持つとともに確実な栄養士等の味見の実施による出来上がり

の確認体制を整える必要がある。 

 

５ 再発防止策 

同様の事故を二度と起こさないために、これまでに行ってきた安全対策を初

心に立ち返り見直しをするとともに新しい視点を持つこと、また、教育委員会

が自校給食室に運営に積極的な係わりを持つことで、より一層安全な給食の提

供を実施するため再発防止策を講じる。 

具体的な対策については主に第五小学校を含む自校給食室を対象としている

が、給食センターの調理員を含め本市の学校給食を担う全ての職員で共有を図

り、一丸となって再発防止に努める。 

なお、再発防止策は、継続的かつ安定的な給食提供のため、今回の事故を受

けて実施するもので、改善状況を確認しながら随時見直しを行っていく。 

 

（１）献立作成のルール作り 

【主体：学校（栄養士）・教育委員会（学校給食課）】 

  今回、献立内容が調理員の負担になっていたことが事故の一つの要因と考

えられる。児童の給食への興味を保持するため、献立の工夫は必要なことだ

と考えるが、栄養士や調理員の労力が大きい献立は事故を引き起こす要因に

なりかねない。そこで、原点に立ち戻り、安全な給食の提供を重視した献立
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作成のルールを定める。 

  具体的には、これまで給食センターの献立で実施していた調理員を含めた

献立内容の確認の際に自校給食室の献立についても併せて行うことで、調理

員の負担等について確認を行うことや献立に新しいメニューを取り入れる際

には、使用食材の規格や作業動線を考慮し、慎重に検討すること等について

規定する。 

 

（２）事前打ち合わせの見直し 

【主体：学校・委託事業者・教育委員会（学校給食課）】 

事前打ち合わせは、栄養士と調理員の共通認識を深め、双方の認識の差を

すり合わせする重要な場であることを認識し、不明点を残さないよう自校用

の調理指示書には、作り方や注意事項を細かく指示できるものに改める。 

また、専門家から、使用する食品の規格等を踏まえた指示をすることが必

要との指摘があったため、これについても指示書に盛り込むこととした。 

なお、打ち合わせは十分な時間を取り行うこととし、その内容を記録する

ことで透明性を確保する。 

さらに、確認した内容が調理責任者から全調理員に確実に行き渡るよう教

育委員会から委託事業者へ要請した。※令和３年４月から実施 

 

（３）栄養士等との連絡相談体制の見直し 

【主体：学校・委託事業者】 

  給食調理は、不慮の事態が起こり得るものであるから、栄養士による調理

場の適宜の確認を徹底する。 

また、栄養士が事務所に不在の場合には速やかな連絡・相談ができるよう

居場所を明確にするとともに調理責任者を軸とした栄養士、調理員間の連絡

体制を再確認した。 

なお、専門家から指示書や作業工程表、作業動線図を記録・蓄積・標準化

し、感覚に頼らず、データに基づく調理作業を行うことが事故の未然防止に

つながるとの助言をいただき、指示書の記載内容の見直しを行うとともに、

指示書等の記録・蓄積・標準化の徹底を改めて周知した。 

 

（４）検食及び栄養士、調理員による味見のルールの厳格化 

   【主体：学校（管理職員、栄養士）・委託事業者】 

  検食における国等の定めるルールを厳守し、気になる部分あった場合に

は、これを栄養士または調理責任者に確認し、安全が確認できない場合には

迷うことなく提供停止の措置を行う。 
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  栄養士、調理員による味見については、出来上がったメニューからその都

度行うことを徹底する。その際、児童が喫食する際の条件に近い状態で行う

よう配慮する。 

 

（５）教育委員会職員による定期的な巡回の実施 

   【主体：教育委員会（学校給食課）・委託事業者・学校（栄養士）】 

  教育委員会所属の調理主任等が定期的に現場に立ち入り、自校給食室点検

表（別紙：資料４）に基づき調理手順や衛生管理等について確認を行い、改

善すべき事項は、教育委員会から委託事業者に要請する。 

  これを受けた委託事業者は、真摯に対応するものとし、改善を行った事項

等について教育委員会に報告する。 

  また、立ち入りの際には栄養士もこれに同席する。 

  なお、専門家から自校給食室点検表に「栄養士、調理員による味見は、出

来上がったメニューからその都度行っている。その際児童が喫食するときの

条件に近い状態で行っている。」というチェック項目を加えることで、日々

の意識向上につながるとの助言があり、この項目を追加した。 

  ※令和３年４月から実施 

 

（６）確実な研修実施の確保 

   【主体：教育委員会（学校給食課）・委託事業者】 

  調理員への研修については、委託仕様書において年２回以上の実施と報告

を依頼しているところだが、軽微なものも含めて報告を要するとともに欠席

した調理員には別日で実施を設定するなど、全ての調理員が疎漏なく受講す

るよう確実な実施について見届けていく。 

 

（７）学校・委託事業者・教育委員会による協議の場の設置 

   【主体：学校・委託事業者・教育委員会（学校給食課）】 

  学期ごとに学校・委託事業者・教育委員会による協議の場を設け、定期的

にそれぞれが抱える課題などを共有し、未然の事故防止に役立てる。 

  ※令和３年度から実施 












































